
記入例

総　社　市　長　　様

〒 719-1192

総社市中央一丁目○番○号

そうじゃ かぶしきかいしゃ

総社　株式会社

そうじゃ　たろう

代表取締役　総社　太郎

（0866）92-○○△△

（0866）93-○○□□

有

無

総社市美袋○○○－××

そうじゃ　かぶしきかいしゃ　みなぎしてん

総社　株式会社　美袋支店
そうじゃ　いちろう

支店長　総社　一郎

（0866）××－○○△△

（0866）××－○○□□

○申請書内容問い合わせ先 （0866）92－○○△△

総社　次郎

○○△△@××.ne.jp

○添付書類

１ 営業の概要（様式１） ７ 印鑑証明書

２ 営業用機械器具調書（様式２） ８ 営業許可（登録）証明書

３ 請負経歴書（様式３）　※2か年分 ９ 委任状

４ 登記簿謄本（個人は身分証明書） １０誓約書

５ 決算書類（個人は収支計算書） １１その他　参考書類

６ 完納（納税）証明書

メールアドレス

総社市が発注される施設の清掃業務のために行う競争入札（見積）に参加する資格の審査を申請

します。

担当者氏名

電話番号

（ ふ り が な ）

住 所

契約等を委任する支店，営業所等

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

商号又は名称

電 話 番 号

代 表 者 氏 名

受付番号

社（店）印

取　引　使　用　印　鑑

代表者使用印

登録番号:Ｔ1234567890123

競争入札参加資格審査申請書

令和　　　年　　　月　　　日

実印代 表 者 氏 名

商 号 又 は 名 称

（ ふ り が な ）

新規 更新

住 所

（ ふ り が な ）

電 話 番 号

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

（ ふ り が な ）

適格請求書発行事業者
（インボイス）

総社
株式会社
美袋支店

支店長
之印

※実際の取引に使用す

る印鑑を押印のこと。

(実印と同じ場合でも押

印してください。
※委任先があれば委
任先の印鑑となります。



様式１号

１　営　業　規　模

千円 千円 千円 千円 千円

Ｐ

人 人 人

人 人 人

人 人 人

※自己資本額は，直前１か年の財務諸表から（個人の場合は，次年繰越純資本の額をＰ欄に）記入

のこと。

従業員数は申請年の１０月１日現在で記入のこと。

２　営　業　年　数　等

(1)　営業開始年月日 平成　１０年　　１月　　１日

(2)　令和６年１０月１日現在の営業年数 ２６年９ケ月

払 込 資 本 金

区分 直前決算時
剰余（欠損）

金処分

4,000 0

合計

5,000

計

4,000 1,000

決算後増減額

0 6,000

2,000

次 期 繰 越 金

積 立 金
2,000 0 2,000 0

女

計

10

5

計
6,000

営　業　の　概　要

15

パート 計

0

10

10

10

15

25

1,000 7,000

自
己
資
本
額

常　　時　雇　用

従
業
員
数

男



様式２号

営　業　用　機　械　器　具　調　書

名　　　称 所有数量 備　　考

建物清掃用　自動床洗浄機 ３台 ○○製

床磨き機　床ポリッシャー１４インチ ５台 △△製



様式３号

（令和４年度）

請負金額
（千円）

日常
定期の別

期間
（年，月）

3,000 日常・定期 R4.4月～

2,500 日常 R4.4月～

・実績のうち主なものを記入のこと。

・官庁関係についてはもれなく記入のこと。

△△町 △△町総合文化センター

請　負　経　歴　書

発　注　者 施　設　名

○○市 ○○市役所本庁舎



総 社 市 長　　様

本社所在地 総社市中央一丁目○番○号

商号・名称 総社　株式会社

代表者職氏名 代表取締役　総社　太郎

総社市との取引に係る権限を，下記のとおり委任します。

□□□－□□□□

委任先所在地 総社市美袋○○○－××

商号・名称 総社株式会社　美袋支店

受任者職氏名 支店長　総社　一郎

電話番号 （０８６６）××－○○△△

委任期間 令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

委任事項 １　入札（見積）に参加する権限。

２  入札（見積）参加に係る代理人を選任する権限。

３  契約を締結する権限。

４  代金の請求及び受領の権限。

５  保証契約を締結する権限。

以上

※申請書に押印し
た取引使用印鑑と
同一であること。

（受任者の印）

委　　任　　状

令和　　年　　月　　日

記

（実印）

代表取締
役之印

支店長
之印

７１９ １１３９



私は，総社市の指定業者としてご指名を受けましたうえは，入札・見積・契約等につい

て，独占禁止法等関係法令を遵守し，誠実に取引をするとともに，総社市暴力団排除条例

（平成２３年総社市条例第１５号。以下「条例」という。）の基本理念を理解し，次の事

項について誓約します。

これらの事項と相違することが判明したときは，総社市が行う契約解除等の一切の措置

について異議の申し立てを行いません。

なお，このことについて総社市が岡山県警察本部に照会することについても同意します。

１　次に掲げる者が条例第２条に規定する暴力団員等ではないこと。また，暴力団員等を

新たに選任しないこと。

（１）法人である場合 代表者及び役員

（２）個人事業主である場合 代表者

（３）個人である場合 個人本人

２　１の各号に該当する者が，暴力団及び暴力団員等と社会的に非難される関係を有して

いないこと。

３　暴力団員を雇用していないこと。また，新たに雇用しないこと。

４　暴力団及び暴力団員等が実質的に経営に関与していないこと。

５　総社市の発注する公共工事その他の事務又は事業において，１から４までのいずれか

に該当する者であることを知りながら，当該者を下請負人とすること。

６　条例第４条及び第６条に基づき，必要書類の提出を求められたときは速やかに提出す

ること。

７　独占禁止法等関係法令を遵守し，談合の行為または疑義をもたれるような行為は一切

しないこと。

　令和　　年　　　月　　　日

総社市長　　片　岡　　聡　一　　様

住　　所 総社市中央一丁目○番○号

商号又は名称 総社　株式会社

代表者職名・氏名 代表取締役　総社　太郎　 実印

清掃業務

誓約書

記

実印

本社（店）の代表者名で記入
すること。



(目的)

第１条　この条例は，暴力団が市民生活及び社会経済活動に介入し，暴力団の威力及びこ

れを背景とした資金獲得活動によって，市民等に多大な脅威を与えている現状にかんが

み，暴力団の排除に関し，基本理念を定め，市及び市民等の役割を明らかにするととも

に，暴力団の排除に関する基本的な施策を定め，暴力団の排除を総合的かつ計画的に推

進することにより，安全で平穏な市民生活を確保し，及び社会経済活動の健全な発展に

寄与することを目的とする。

(定義)

第２条　この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定める

ところによる。

（1）暴力団　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第７７号。

以下「法」という。)第２条第２号に規定する暴力団をいう。

（2）暴力団員　法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。

（3）暴力団員等　暴力団員又は暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者をいう。

（4）市民等　市民及び事業者をいう。

（5）関係団体　法第３２条の２第１項の規定により公安委員会から暴力追放運動推進セン

ターとして指定を受けたものその他の暴力団の排除に関する活動を行う団体をいう。

(基本理念)

第３条　暴力団の排除は，暴力団が市民生活及び社会経済活動に悪影響を及ぼす存在であ

ることを社会全体として認識した上で，暴力団を恐れないこと，暴力団に対して資金を

提供しないこと及び暴力団を利用しないことを基本として，市，国，県，市民等及び関

係団体の連携及び協力の下に推進されなければならない。

(市の役割)

第４条　市は，前条に規定する基本理念にのっとり，暴力団の排除に関する施策を総合的

に推進しなければならない。

(公共工事等における措置)

第６条　市は，公共工事その他の事務又は事業により暴力団を利することとならないよう，

暴力団若しくは暴力団員等又はこれらと社会的に非難されるべき関係を有する者を入札

に参加させない等の必要な措置を講ずるものとする。

総社市暴力団排除条例（抄）



区分 営業品目 メーカー名 備考

代・特 清掃用具 ○○○

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

代・特

※　区分はどちらかに○を付けること。

※　営業品目は別紙「営業品目等一覧表」から記入すること。

代理店特約店等一覧表

取扱店等でどちらでも

ない場合は，何もつけ
ないでください。


